
丹波市のここが自慢！

観光

• 白壁の土蔵や町家が並ぶ旧城下町エリア

• 高源寺（こうげんじ）
紅葉の名所として有名

• 白毫寺（びゃくごうじ）
春には藤棚が見事に咲き誇る

• 立杭陶の郷

 歴史
• かつての「丹波国（たんばのくに）」の一部
• 京都との交易や軍事的な要衝として発展
• 柏原藩（かいばらはん）
• 江戸時代に柏原藩が置かれ、織田信長の弟・

織田信包（のぶかね）が初代藩主を務めた。

 食（丹波の名産・郷土料理）
• 丹波黒大豆

大粒でふっくらとした高級黒豆
• 丹波栗

甘みとホクホク感が魅力
• ぼたん鍋（しし鍋）

猪肉を味噌ベースで煮込む郷土料理。
• 山の芋料理

粘り強い山の芋を使ったとろろ汁や蒲
焼き風など、スタミナ満点の郷土食が
ある。



丹波医療センターのここが自慢！

 地域医療の中核施設としての役割
• 急性期〜回復期〜終末期まで一貫した医療の提供
• がんや脳卒中・急性心筋梗塞など高度な専門治療にも対応。
• 二次・三次救急の指定、災害医療拠点

 地域連携＆在宅医療の推進
• 地域医療連携センターによるかかりつけとの連携
• ミルネ診療所併設し、訪問診療や24時間体制の在宅医療を提供。

 医療人材育成・充実した研修環境
• 総合診療教育に力を入れており、指導体制がしっかりしている
• ドライラボなど設備もある
• 敷地内保育所完備し多様な働き方にも対応。
• 診療科の垣根が低く、他科への相談のハードルが低い
• パラメディカル含めスタッフ同士の仲が良い



こんな養成医に向いています

• 1. 幅広い診療に関わりたい「総合診療志向」の医師

地域の高齢者医療・多疾患併存に対応する必要があり、総合診療力が求められます。

プライマリケア・慢性疾患管理・緩和ケアなど、多角的な視点で患者を診る力を磨ける環境です。

• 2. 救急・急性期医療に熱意のある医師

二次〜三次救急まで担い、救急科・ICU・外科・循環器などでは特に即応力や判断力が重視されます。

重症例にも携われるため、手技や急変対応を強化したい若手医師にも好環境です。

• 3. 地域に根ざして長く貢献したい医師

地域住民との信頼関係が大切で、**「顔の見える医療」**を大事にする姿勢が求められます。

外来・病棟・訪問診療・在宅医療など、患者の生活全体を支える医療に関わりたい医師に向いています。

• 4. 教育・人材育成に関心のある医師

神戸大学や他教育機関との連携により、指導医としての役割も担うことができます。

研修医・医学生の教育に意欲的な医師にはやりがいがある環境です。

• 5. ライフワークバランスを大切にしたい医師

病院内に保育施設を完備し、時短勤務や外来中心の勤務にも柔軟に対応。

特に子育て中の女性医師には働きやすい制度が整備されています。
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